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d点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉
備文化にはぐくまれている総社市民です。
このことに誇りと責任をもち明るく豊か
なまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

読者のページ

読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

総
社
中
学
校
で
は
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
生
徒
を

支
え
よ
う
と
、
平
成
１８
年
に

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
で

「
総
中
応
援
仕
隊
」
を
結
成
し
、

毎
年
、
校
内
の
樹
木
の
せ
ん

定
、
校
舎
の
清
掃
や
ペ
ン
キ

塗
り
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
は
「
体
育
館

他
総
中
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
大
作

戦
」と
称
し
て
、
３
月
８
日
に

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

約
２
３
０
人
も
の「
総
中
応
援

仕
隊
」
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
体
育
館
の
窓
ガ
ラ
ス
の

清
掃
を
は
じ
め
、
ク
モ
の
巣

取
り
、
体
育
館
周
辺
の
草
取

り
、
サ
ツ
キ
や
カ
イ
ズ
カ
の

せ
ん
定
、
校
庭
の
落
ち
葉
集

め
な
ど
、
普
段
あ
ま
り
手
を

付
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
個

所
を
４
班
に
分
か
れ
て
ド
レ

ス
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
や
生
徒
、

保
護
者
、
先
生
な
ど
幅
広
い

年
齢
の
人
が
共
に
協
力
し
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。
同
じ
地

域
で
生
活
し
て
い
て
も
、
お

互
い
に
ふ
れ
あ
う
機
会
が
少

な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

お
互
い
を
知
る
良
い
機
会
と

な
り
、
地
域
が
一
丸
と
な
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。

（
畝
延
隆
さ
ん
・
久
代
）

●

私
は
平
成
１７
年
の
１０

月
に
突
然
、
脳
梗

塞
に
な
り
ま
し
た
。
右
半

身
不
随
に
な
り
、
現
在
リ

ハ
ビ
リ
を
一
生
懸
命
し
て

い
ま
す
。
右
利
き
で
し
た

が
、
今
は
、
全
部
左
手
だ

け
で
何
事
も
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

広
報
そ
う
じ
ゃ
を
毎
月

読
ん
で
い
ま
す
。
小
さ
い

字
を
書
い
た
り
、
漢
字
を

書
く
の
は
と
て
も
無
理
で
し

た
が
、
少
し
読
ん
で
い
た
だ

け
る
か
な
と
思
う
ま
で
に
な

り
、
ク
イ
ズ
に
応
募
し
ま
し

た
。
バ
イ
ン
ダ
ー
に
留
め
て

動
か
な
い
よ
う
、
片
手
で
書

き
ま
し
た
。
私
の
目
標
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
復
帰
す

る
こ
と
で
す
。

（
平
田
綾
子
さ
ん
・
小
寺
）

●

広
報
紙
や
新
聞
折
込
で
、

「
経
営
者
へ
の
レ
シ
ピ
」

７
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
な
か
の
一
つ
、「
も

や
し
と
ぶ
た
肉
の
蒸
し
焼
き
」

を
、
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま

し
た
。

調
理
時
間
は
、
１０
分
程
度

だ
し
、
材
料
は
も
や
し
２
袋

に
豚
肉
と
き
ざ
み
ネ
ギ
…
。

材
料
費
も
手
間
も
か
か
ら
ず
、

そ
し
て
、
家
族
か
ら
は
「
お

い
し
い
!!
」
と
好
評
で
し
た
。

毎
日
、
何
を
作
ろ
う
か
と

悩
む
主
婦
に
は
、
う
れ
し
い

レ
シ
ピ
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。
オ
ス
ス

メ
で
す
よ
！

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

ピ
ッ
チ
さ
ん
）

体育館を清掃する総中応援仕隊の皆さん

「総社観光宣言」には、総社にある資源を受け継ぎ、
郷土に誇りと愛着をもち、人と人の絆

きずな

を大切にし、吉
備文化発祥の地「吉備の国・総社」の魅力を全国に発
信していくとされています。また、市民一人ひとりが
力を合わせることが必要なこともうたわれています。
総社観光プロジェクトでは、質の高い観光を目指す

理念を宣言文にしようと考え、昨年１０月以降協議を
重ね、２月１８日に原案をまとめました。原案は３月定
例市議会に提案され、可決。市の宣言となりました。
今後は、この宣言を基に、総社の観光を全国発信さ

せる方法を同プロジェクトで研究していきます。

私たちの郷土・総社は、瀬戸内の温暖な気候と豊富な水量を誇る高梁
川の恩恵を受け、古くから「吉備の国」の中核として栄えてきました。
総社市は繁栄の歴史を物語る多くの文化遺産を有し、四季折々の自然

が織り成す景観美にも恵まれ、近年その特色を活かした催しや郷土芸能
も誕生し、岡山県内有数の観光地として注目されています。

「総社観光」がさらなる進化を遂げるためには、市民一人ひとりが力
を合わせ、地域資源を大切に受け継ぐとともに、新たな魅力を発見し
「総社オリジナリティー」を創造し、観光客にも市民にも愛されるまち
づくりを進め、郷土に誇りを持ち、その魅力を広く伝えていくことが求
められています。

より質の高い「総社観光」の推進に向け、地域一体となった新たな観
光振興の推進体制を確立し、次のとおり吉備文化発祥の地「吉備の国・
総社」の魅力を全国に発信していくことをここに宣言します。

○悠久の歴史を心に刻み、吉備の文化を継承する中で、
新たな魅力を発見します。

○自然の恵みを活かし、
誰もが訪れたくなるすてきなまちづくりを進めます。

○郷土に誇りと愛着を持ち、
人と人との絆を大切にし、魅力を全国に発信します。

総社観光宣言

問い合わせ　商工観光課観光プロジェクト係（1(2８２７７）




